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膵臓 ･牌臓 ･精巣 ･胎盤)の収典につとめた.また,
遺伝子発現の個体差を考慮し,各臓器に対して,4個体
以上からのサンプルの収集を行い,RNA抽出･CDNA
合成まで行った.すでに方法は確立されているので,
次年度以降,引き続きのサンプル収典を行うとともに.
実験･解析をすすめ,ヒト化に至る過程で発現が冗進 ･
抑制された候補迫伝子を絞り込み,その生物学的･進
化的な意味付けを行う.
5-6霊長類染色体の 3次元核内配置と核型進化 ･系統
進化に関する研究
田辺秀之,宝来聴 (総合研究大学院大 ･先導
研 ･生命体)
本研究は,霊長類各種における核型分析データを
参照しながら,間期核における染色体テリトリー の 3
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